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【公表日】平成20年5月15日(2008.5.15)
【年通号数】公開・登録公報2008-019
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【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 307/33     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 493/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 307/32    　　　Ｔ
   Ｃ０７Ｄ 493/04    １０１Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月2日(2008.5.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）ｉ）溶媒混合物の全体積を基準にして、水約０～約５０体積％、および適切な溶媒
約１００～約５０体積％を含んでなる溶媒混合物、および
　　ｉｉ）Ｃ５～Ｃ８アルドン酸、Ｃ５～Ｃ８アルダル酸、およびＣ５～Ｃ８アルダロラ
クトンから選択される１つもしくはそれ以上の化合物を含んでなる出発原料、
を含んでなる反応混合物を提供することと、
　ｂ）該反応混合物を加熱して、出発原料中の化合物を脱水環化し、共沸蒸留によって水
を除去することと
を含んでなるラクトンまたはジラクトンの製造方法。
【請求項２】
　溶媒混合物が水約１～約５０体積％および適切な溶媒約９９～５０体積％を含んでなる
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　溶媒混合物が水およびアセトンのうちの少なくとも１つを含んでなる請求項１に記載の
方法。
【請求項４】
　反応混合物がグルコン酸、マンノン酸、ガラクトン酸、イドン酸、アロン酸、アルトロ
ン酸、グロン酸、タロン酸、リボン酸、キシロン酸、アラボン酸、リキソン酸、グルカル
酸、マンナル酸、ガラクタル酸、イダル酸、アラル酸、アルトラル酸、リバル酸、キシラ
ル酸およびアラビナル酸から選択される１つもしくはそれ以上の酸を含んでなる請求項１
に記載の方法。
【請求項５】
　アルドン酸、アルダル酸またはアルダロラクトンがその鏡像異性立体配置のＤ、Ｌ、ラ
セミまたは非ラセミ混合物である請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　反応混合物が対称面を有し、したがってメソ形でのみ存在するアルダル酸を含んでなる
請求項１に記載の方法。
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【請求項７】
　アルドン酸、アルダル酸またはアルダロラクトンが相当するその第Ｉ族塩、第ＩＩ族塩
、またはアンモニウム塩、あるいはその混合物からその場で生成される請求項１に記載の
方法。
【請求項８】
　塩がナトリウム、カリウム、リチウム、セシウム、マグネシウム、カルシウム、または
アンモニウム塩である請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　塩がグルカル酸カルシウムである請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　アルドン酸、アルダル酸またはアルダロラクトンが硫酸、塩酸、リン酸、フッ化水素酸
、シュウ酸、トリフルオロ酢酸、または酸性陽イオン交換樹脂の添加によって、その場で
生成される請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　ａ）ラクトンまたはジラクトンが溶媒混合物から沈殿するまで、溶媒混合物を２５℃未
満に冷却することと、
　ｂ）沈殿したラクトンまたはジラクトンを分離することと、
　ｃ）場合により、分離したラクトンまたはジラクトンを精製することと
をさらに含んでなる請求項１に記載の方法。
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